
　

　2025年春、福本さんが名張で新たに立ち上げたの

が、100年続いたクリーニング店の空き店舗を改装し

た『まちの図工室』です。この場所は「アート・ものづ

くりを通じて人々が交流する拠点」として、最新の制作

設備を備えています。アーティストでもある長岡造形大

学の山口貴一さんが「管理人」として常駐し、文化リ

ンクワーカーの活動やアート活動、ものづくりの支援に

取り組んでいます。山口さんは静岡県浜松市から家族5

人で移住しました。移住当初、子どもたちは不安そうで

したが、名張の環境にすぐ馴染み、今では家族そろっ

て新しい暮らしを楽しんでいます。

　まちの図工室の代表的な取り組みが『つくる つなが

る とける るるる』という作品です。木片に自由に表現を

加え、壁に貼り付ける参加型アートです。開設からわず

か4か月で約300人が参加し、延べ来場者数は500人

に達しました。利用者の幅は広く、2歳のお子さんから

90歳のおばあさんまで利用するというから驚きです。

　「印象的な利用者はいますか？」と尋ねると、山口さ

んは59歳のNさんの話をしてくれました。Nさんは小学

生の頃、絵が得意で多くの賞を受賞し、両親も期待し

て絵画の家庭教師をつけていました。しかし技術を学

代表的な作品『つくる つながる とける るるる』。

ぶうちに賞を取れなくなり、「自分には才能がない」と

思い込んで表現から離れてしまったといいます。

　それから数十年後、Nさんは偶然まちの図工室を訪

れました。そこで『るるる』に参加して再び表現へのスイッ

チが入ったそうです。今では週1回通い、時には他の利

用者と「人はなぜ苦手意識を持つのだろう？」といった

深い対話を重ねています。Nさんの問いから生まれた「み

んなで絵を描いてみよう」という試みでは、利用者が1

枚のキャンバスをバトン形式で描き進めるワークショップ

が始まりました。「一人ではできないけれど、みんなでな

らできる」という発想から生まれたこの取り組みは、年

齢を超えた創造体験になっています。

　山口さんの日課は、朝9時からのラジオ体操で始まり

ます。市民センターで高齢者と体を動かし、「私のことを

知ってもらうため」と笑顔で話します。体操が終わるとま

ちの図工室に向かい、夕方の閉館時間まで、訪れる人

たちの対応に追われます。日曜大工の相談、絵を描きた

い人、雑談を楽しむ人など、訪れる理由はさまざまです。

「まちの図工室という場所で、人が出会い、才能や思い、

経験が混ざり合って何かが生まれている」と山口さんは

語ります。100年続いたパールクリーニングの記憶を受

け継ぎながら、最新のレーザーカッターや3Dプリンター

を備えたこの空間は、過去と未来をつなぐ新しい地域

の居場所となっています。

『ま
ちの図

工室』が紡ぐ、新たな交流
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　週に一度、山口さんと福本さんはオンラインミーティ

ングを行い、情報交換を続けています。さらに福本さん

は実際に名張に足繁く通い、現地の人と話し、まちを

歩き、その空気感や声を直接感じ取っています。

　名張ではじまった文化的処方は、山口さんたちの日々

の実践を通して、町に根付き、具体的な形を取り始め

ています。福本さんが描く文化的処方は、山口さんの

日々の実践を通して具体的な形を取り始めています。そ

れは、2歳の子どもの自由な線画に90歳の俳人が微笑

み、59歳の男性が小学生と一緒に筆を握る。そんな小

さな瞬間の積み重ねです。

　名張市で進む活動は、単なる「空き家再生」や「地

域活性化」という枠を超えています。地域の歴史や文

化に根ざしながら、そこに暮らす人々が主体的に未来を

描く力を引き出す試みです。『つくる つながる とける るる

る』。この言葉が表すように、表現を通じて人がつなが

り、やがて地域に溶け込んでいきます。山口さんが家族

と共に選んだ名張での暮らしは、文化的処方の可能性

を日々証明しています。

「自分はあくまでも管理人。あまり介入しないようにしている。……入っていきたいけど（笑）」と山口さん。

まちの図工室には幅広い世代が集まる。

まちの図工室
三重県名張市木屋町1369
まちの図工室（旧パールクリーニング）
公式サイト： https://machizuko.com/

みん
なでつくる未来
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AIやテクノロジーを駆使して、誰もが参加できるアート体験を実現しようとする研究者がいます。
工学からアートの世界へと歩みを進め、現在は「共生社会をつくるアートコミュニケーション共創拠
点」で技術開発を担う桐山孝司さん。彼が目指すのは、テクノロジーが表に出ることなく、人と人と
のつながりを自然に生み出すアート体験です。「現場で考え、現場で生きる技術を作りたい」という
桐山さんの思いと、これまでの挑戦を聞きました。

　人はものづくりをしながら、
　問題も生み出した 

　私は工学部の出身で、大学院ではAI

（人工知能）を設計支援に応用する研究に

携わっていました。その後1992年に東京

大学人工物工学研究センター （RACE）が

でき、そこに参加することになりました。

RACEは人類の持続可能性に資する次世

代ものづくりに関する研究機関です。当時

はバブル時代を経て、大量生産をし続け

れば生活や社会がよくなるというパラダイ

ムが限界になってきたと考える人が増えて

いました。人工物工学を提唱した吉川弘

之先生（元、東京大学総長）は現代の邪悪

なるものという言い方で、かつて外敵を防

ぐために高度化した人工環境が、いつの

interview
 01

まにか経済格差や災害の大規模化など、

人間への脅威を内側から生じさせているこ

とを指摘していました。人工環境は人間

によって設計されたものであり、設計行為

というものをよくわかっていないことに現代

の課題の原因を見ていた、といえます。

　当時から現代の邪悪なるものの一つに、

孤立・孤独の問題も挙げられていました。

人が社会で孤立し、孤独になるような環

境を作ってきたのは人間自身です。私たち

はものづくりをしながら、様々な問題も生

み出してしまっていたのです。そのような

問題の解決は、細分化された学問では到

底太刀打ちできないという認識から、もの

づくりの現場のように総合的、横断的に

ものごとを見ようという発想でRACEは誕

生しました。

　工学分野から、東京藝大へ 

　当時のRACEでは、様々な発想

を取り入れてオープンなかたちで設

計をする環境を研究していました。

そこでは有限設計ワークショップと

いう授業の中で、IDEOというデザ

インカンパニーにプロトタイピング

を実践してもらっていました。IDEO

はスタンフォード大学から派生した、

シリコンバレーを拠点にした会社で

す。私自身もRACEでの活動が一

段落した1999年に、PBL（Project-

Based Learning：問題解決型学習）

を積極的に取り入れているスタン

フォード大学の設計研究センター

に移ることになりました。4年間を

その研究所で過ごし、日本に戻っ

た後、JSTのさきがけ研究員を経

て、東京藝術大学で映像研究科メ

ディア映像専攻の立ち上げに参加

します。そこで佐藤雅彦先生と同僚

になりました。私は工学出身でアー

ティストではありませんし、佐藤先

生も広告のクリエイティブディレク

ターを経て、分かるということにつ

いて慶應義塾大学湘南藤沢キャン

パス（SFC）の研究室で実践をされ

てきた方ですので、東京藝大という

環境のなかでは畑違いでした。しか

しここで、試作を繰り返しながら現

場で考えるという問題解決型学習

がとても役立ちました。広いスタジ

オや工作室があったこともあり、時

間をかけて試作と改良をしながら展

示物を作ることができました。　

　テクノロジーがアーティストの 

　表現を支える 

　2人でユークリッド（Euclid）を結

成し、《計算の庭》（2007年）や《指

紋の池》（2010年）という映像やテ

クノロジーを使用した展示物を制作

しました。《指紋の池》では、池に

見立てたディスプレイの前にあるセ

ンサーで指紋をスキャンすると、画

面の中を指紋が魚のように泳ぎ出し

ます。しばらくすると、指紋は群れ

に紛れて行方がわからなくなるので

すが、再度センサーに指を置くと群

れの中から自分の指紋が現れ、指

に戻ってきます。人は自分の指紋に

興味なんてなかったのに、自分の

指紋が戻ってくると愛着を持てるよ

うになる。これはアニメーションの

力ですが、この動きに対する興味

や湧き出る感情は、人間の本能に

結びついたことのように思いました。

　アニメーションと音楽では、2017

年に当時の澤和樹学長が発案し、

映像研究科の岡本美津子先生がプ

ロデュース、山村浩二先生が監修

をした、ヴィヴァルディ「四季」ア

ニメーションプロジェクトに参加しま

した。「四季」は春夏秋冬からなる

4つの楽章からなり、ソネットという

短い詩がついています。それぞれの

楽章とソネットからイメージするアニ

メーションを、アンナ・ブダノヴァ
（ロシア）、プリート＆オルガ・パル

ン（エストニア）、和田淳（日本）、テ

オドル・ウシェフ（ブルガリア）に描

いてもらいました。2017年の響ホー

ルでの初演では、そのアニメーショ

ンを手動で生演奏に同期させて投

影しました。ただその作業は非常に

集中力が必要で、練習に時間もか

かったので、2018年に一年間かけ

てヤマハと共同研究し、AIによって

映像を音楽に同期させるAI映像同

期上映システムを開発しました。あ
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『社会的処方』『みんなの社会的処方』（学芸出版社）という本を出版し、実際に川崎市に誰もが
アクセスでき、相談をすることができる「暮らしの保健室」を運営する医師の西 智弘先生。川崎
市の「暮らしの保健室」で西先生にアートと社会的処方の関係について尋ねました。

　アートの前では 

　誰もがフラットになれる 

編集部　 西先生の『社会的処方』『みん

なの社会的処方』には、アートとの関わ

りに関する多くの事例が紹介されていま

す。西先生はアートと社会的処方の可能

性について、どのようにお考えですか？

西　アートの前では誰もがフラットになる

と思います。アートに向き合う過程におい

て社会的地位、貧富の差、年齢、障害

や病気の有無などは関係ありません。ま

た、アートを鑑賞する人たちとの間に対話

が生まれることがあります。このアートをど

う見たか、どんな印象を受けたか、なぜ

そう感じたのかを話し合い、考えます。こ

れがすごく良いことだと思うんですよ。それ

ぞれの解釈が出てくることは、それぞれが

持つ独自の視点や背景を認め合うことに

つながります。アートは多様性を受け入れ

る手助けをしてくれると思います。

　例えば、『社会的処方』に登場するパ

トリックさんは、イギリスで認知症とともに

生きる人 と々介護者が経験する孤立感を

和らげる活動をしています。認知症患者や

その家族を対象にデッサン会を開いていま

した。彼は「参加者を患者ではなくアー

ティストだと思っている」と言います。実際、

アーティストとして接していく内に、話をし

なかった人が話すようになったり、自らの

表現を見つけることができたりするようで

す。こういうことができるのがアートの大き

な力なんですね。

編集部　 このような取り組みが日本でも

くまで演奏家が主体となって音楽を

組み立て、そこに映像がそれに合わ

せていくことで、音楽と映像がぴっ

たり同期する気持ちよさも感じても

らうことができるようになりました。　

　さらに映像の上映に必要な労

力も大幅に減らすことができて、

2019年1月のロサンゼルスのアラタ

ニシアターでの公演以来、国内外

のコンサートで披露できるようにな

りました。私自身、工学出身の人

間ですので、私にできることはアー

ティストたちの能力と社会との関係

を繋げる環境作りをしたり、技術で

支援したりすることだと思っていま

す。今後、この分野はAIがさらな

る力を発揮することでしょうね。

　現場で考え、
　テクノロジーを生む 

　共生社会をつくるアートコミュニ

ケーション共創拠点が本格型とし

て2023年にスタートし、研究開発

課題1のリーダーである国立アート

リサーチセンター（NCAR）の稲庭

彩和子さんから、私の担当する研

究開発課題2（現在3）とともに、ネッ

トワークやAIで対話型鑑賞をアッ

プデートするプロジェクトを提示い

ただきました。私自身も技術を使っ

てなにか貢献できないかと思ってい

ましたので、大変嬉しく思い参加す

ることにしました。今後は、NCAR

や「ああとも」のみなさんと共生社

会をつくる取り組みに参加していく

わけですが、今考えているのはアー

トコミュニケータの学びにAIが役に

立つ仕組みです。例えば、アートコ

ミュニケータが対話型鑑賞を行う

際、一つの観点を示すことがあると

思います。そこでストックされている

過去の対話型鑑賞のログを基に、

AIが話題やヒントを提案してくれる

というものです。新人コミュニケー

タの教育的な目的など、いろんなこ

とができると思います。

　しかし、テクノロジーの新しさだ

けを先行させることは適切でないと

考えています。テクノロジーで驚か

すものは長続きしません。できれば

テクノロジーは表に出なくて、体験

の中身を持ち帰ってもらうことが何

より必要なことです。そして重要な

のが、現場を持っていることです。

NCARの皆さんの発想や考え方は、

常に現場を念頭に捉えているように

思います。この「ああとも」チーム

でも、常に現場で生きる技術を作っ

ていきたいと思っています。

PROFILE

桐山 孝司　KIRIYAMA Takashi

東京藝術大学大学院映像研究科メディア映像専攻教授。東京大学大学院工学系
研究科修了、工学博士 (1991)。東京大学人工物工学研究センター、スタンフォー
ド大学設計研究センターなどを経て現職。2016 年より大学院映像研究科長、
2017 年より東京藝術大学 COI 拠点研究リーダー。工学設計の知能化を出発点と
して、知識情報処理、インタラクティブメディア、映像メディア学などの分野で研究
を行ってきた。EUCLID（佐藤雅彦＋桐山孝司）として《計算の庭》(2007）、《指
紋の池》(2010)、《統治の丘》(2015) などの作品を発表している。
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PROFILE

西 智弘
NISHI Tomohiro

川崎市立井田病院医師 / 一般社団法人プラスケア代表理事。
2005 年北海道大学卒。室蘭日鋼記念病院、川崎市立井田病院、栃木県立がん
センターを経て、2012 年から現職。現在は抗がん剤治療を中心に、緩和ケアや
在宅診療にも関わっている。その一方で、2017 年に一般社団法人プラスケアを立
ち上げ、「暮らしの保健室」や「社会的処方研究所」の運営。「病気になっても安
心して暮らせるまち」を目指した活動を展開している。

行われるといいですね。同時に社

会的処方の理解が不足していると、

表面的なアプローチに終わってしま

う恐れがありますね。

西　そうですね。例えば、塗り絵

をさせて「いい絵が描けましたね、

素晴らしいですね」というような答

えが決まっているプログラムは本人

らしさがでてこなくて、参加者にとっ

て創造的で面白い体験とは言えな

いかもしれない。きれいに塗ること

が重視されるのではなくて、ぐちゃ

ぐちゃに引いた線に対しても、その

線の動きの素晴らしさを見出せるよ

うな、その人らしい表現が認められ

るべきです。社会的処方という言

葉が一人歩きをして、「支援者」と

「被支援者」がいると考えてしまう

と、そこに分断が生まれます。「支

援してあげる」というふうになりがち

なのがちょっと危ういですよね。

　誰もが「ただの住民」として 

　存在することの大切さ 

編集部　 分断を生まないために、

どのようにすれば良いでしょうか？

西　そうですね。例えば私たち医

療関係従事者は、病院内では支援

する側の役割です。しかし、街中で

同じように「支援する側」を強調し

て振る舞うのはよくないですね。街

中で医療者として振る舞い、人々に

「正しい医療とは何か？」を教える

ようなことをすると、それがかえって

コミュニティに分断を生んでしまう。

私たちは、誰もが「ただの住民の

一員」として存在することが大切だと

思います。アーティストが「私はアー

トが得意です」と言うのと同じように、

医者である私も「得意分野が医療や

医学の知識である」であるわけです。

全員が対等なんですね。

　社会的処方という言葉を意識しす

ぎると、孤立や孤独を解消しようと

意気込み「支援者」として街に存在

しようとする姿勢になりがちです。し

かし、先にお話ししたように全員が

対等であればいい。それほど肩肘を

張る必要はないのです。もっと気楽

に、みんなで楽しむべきですね。

　人と人をつなげる 

　リンクワーカーという存在 

編集部　 日本でも社会的処方を実

践していく上でリンクワーカーの役

割が重要になってくるのでしょうか？

西　確かに患者と社会資源をつな

ぐリンクワーカーの存在は重要で

す。ただ、イギリスの場合は20年

以上も時間をかけて今の状況が生

まれてきていて、現在は医療システ

ムの制度として仕組み化されている

んですよ。日本の現状において、リ

ンクワーカーの制度化を目指すこと

を優先していたら時間がかかりすぎ

て、今ある現状に対応が間に合い

ません。私がまず今できることとし

て日本で推奨したいのは、友だち

同士のように趣味や地域の情報を

交換する関係性を意識的に広げる

ことです。

　ある人が、望まない孤独の状況

にある人をみて、これは何かしら社

会のコミュニティと繋げた方がいい

のではないかと感じたとします。そ

の方との会話の中でバスケットボー

ル好きだとわかったとしたら、「駅

の近くにバスケットボールコートが

できたことを知っている？ 子どもと

一緒なら無料で使えるようだよ」と

いうような会話が自然と生まれたら

どうでしょう。友人同士のような会

話のなかで、人と地域とのつながり

を作ることができます。

　私は『孤独・孤立対策推進法』は

すごくいいと思っています。人は簡

単に孤立してしまうことがあります。

誰もがいずれ孤立する可能性があ

るわけです。今、孤立している人を

何とかしないと、自らが孤立したとき

に誰も助けてくれなくなる。だから、

孤立・孤独支援はみんなでやった

ほうがいいと思います。日本でイギ

リスのように専門化が進むと、肩書

のある専門家以外が手を出しにくくな

るかもしれない。それこそ、誰もが皆

取り組むべき課題だとする法律の趣

旨にも沿ってないと思うんですよね。

　つながりの場としての 

　「暮らしの保健室」の役割 

編集部　 西先生は「暮らしの保健

室」を運営されていますね。

西　ええ。暮らしの保健室は誰で

も予約なしに、健康や介護や暮ら

しの中でのさまざまな困りごとの相

談ができる場所です。人にはそれぞ

れつながりに適した場所があると思

うんですね。

　実際にあった事例なのですが、

あるお店のご主人が常連客から、

重い病気で苦しんでいると聞いたん

です。しかし、ご主人は医学の専

門知識はなく、さらにとても繊細な

方で、苦しみや痛みの話を聞くの

がすごく苦手なんですね。常連さん

だから話は聞くけれど、本当は極力

そういう話は聞きたくない。このま

まだと話を聞くご主人が潰れてしま

す。そこで、ご主人は「私には難し

い話なので『暮らしの保健室』と

いう場所があるから、そこで話をし

たらいいのでは」と、「暮らしの保

健室」と常連さんをつなげてくれた

んです。「私はあなたが困っているこ

とに対し、直接解決できないけど、

あなたのことを助けてくれそうな人

を知っている」というネットワーク

が街の中に広がっていることが重要

だと思いますね。

編集部　  「暮らしの保健室」には
アート作品が飾られ、とても居心地

のいい空間ですね。先生はアート

がお好きなのですか？

西　昔はそれほど好きではなく、理

解ができなかったんですよ（笑）。美

術館で作品を見ても何がいいのか

さっぱりわからなくて。だけど、数

年前から写真を撮るようになり、そ

の後に美術館へ行くと、絵の素晴ら

しさを感じられるようになりました。

海外の社会的処方の事例を勉強し

ていると、アートが関連するプログラ

ムの事例が山のように出てきます。

　だけど、アートと社会的処方を簡

単につなげられるかというとそうでも

ない。社会的処方でアートを介す

るときに考えなくてはいけないのが、

このアクセスの問題です。例えば「写

真表現を使った社会的処方」を考

えるとします。だけど、カメラを持っ

ていなければできないし、なければ

メーカーから借りる必要も出てくる。

絵と比べると、ちょっと道具的なア

クセスの問題が出てきます。

「森の社会的処方」という考え方が

あるのですが、森や水辺に行くのは

良いけれど、森や山に行く移動手段

やお金をどうするのか。足に障害の

ある人は砂浜をどのように移動する

のかなど、そういう点も考えなけれ

ばなりません。アートも同じです。アー

トに対するアクセスが悪いとしたら、

それはアートが富裕層や健常者のた

めだけのものになっているかもしれ

ない。美術館なんて誰でも行けるも

のと思っているかもしれないけれど、

場所が離れていたり、観覧料を出

すことが大変な人がいます。川崎市

は「誰もが文化芸術を楽しめるまち」

という意味を込め「アート・フォー・

オール」という言い方をしています。

アート・フォー・オールになるため

には、まずはアートに接しやすくする

「アクセシビリティ」を真剣に考え

ないといけませんね。

　ですが、望まない孤立や孤独で

困った人がいても、街の中にたく

さんのつながりを持つ人が存在し、

ネットワーク化していけば多くは解

決できるでしょう。孤立という病は

地域のつながりで治すことができま

す。ご自身でできる社会的処方につ

いて、みなさんが考えていただけた

らと思います。

文：編集部　 写真：斉藤有美26 27



文化的処方を知る手引き
The Guide for Cultural Prescribing

アートや文化には、心や体を元気にし、人とのつながりを育む力があります。そんな「文化的処方」
を身近に感じ、自分らしく生きるヒントを見つけるきっかけになるガイドです。美術館に行く、本を読む、
友だちと語り合うなど、小さな一歩から始めてみませんか。きっと新しい自分や世界と出会えるはずです。

　『文化的処方のはじめの一歩』は、文化的処方をもっ
と身近に感じてもらうために作られた冊子です。アートや
文化活動が、心や体、そして社会とのつながりを育むう
えでどんな役割を果たしているのかを、さまざまな実例や
活動を通してわかりやすく紹介しています。この冊子では、
国内外の取り組みやプロジェクトを取り上げながら、アー
トが誰かを支え、元気づける「瞬間」を伝えています。た
とえば、音楽や絵画などの活動を通して、気持ちが前向
きになったり、孤独感が和らいだりするなど、アートが持
つ力を感じられる内容がたくさん詰まっています。
　『文化的処方のはじめの一歩』を読むと、アートや文化
は特別なものではなく、日常の中で活かせる大切な「力」
だと気づくはずです。アートはただ「見る」「作る」だけで

はなく、心を元気にし、人との新しいつながりを生む大切
なきっかけになります。この冊子を通して、アートが持つ新
しい可能性にふれてみませんか。そして、もし興味を持っ
たら、自分でも表現を楽しんでみたり、あなたの町にある
アートや文化活動に参加してみるのもおすすめです。この

『文化的処方のはじめの一歩』という小さな冊子が、あ
なた自身の「はじめの一歩」を踏み出すヒントになればう
れしいです。それはあなたの人生にとって、きっと大きな一
歩になるはずです。

　「アートって難しそう」「どう見たらいいかわからない」と
感じたことはありませんか？ アートやミュージアムは、特別
な知識がないと楽しめないものだと思われがちですが、実
はそんなことはありません。
　『こどもと大人のためのミュージアム思考』は、こども
も大人も一緒にアートや文化を楽しむことを応援する本で
す。この本のもとになっている「Museum Start あいうえ
の」は、東京都美術館と東京藝術大学が推進役となりな
がら、上野公園にある9つの文化施設が連携して行ってい
るラーニングプロジェクトです。参加者が実際にミュージア
ムで体験した活動の様子を、たくさんの写真とともに紹介
しています。本書では、ただ「作品を見る」だけではなく、
ミュージアムでモノを見て考えることを「ミュージアム思考」
として「つながり」が生まれる体験を紹介しています。この

「ミュージアム思考」は、視覚的、身体的、共在的、超
越的、持続的という5つの視点から紐解かれています。
　この本を読むと、アートやミュージアムの楽しみ方は一
つではないことに気づくはずです。作品と向き合い、自分
の感じたことを大切にしながら考える時間は、自分自身を
知るきっかけにもなります。『こどもと大人のためのミュージ
アム思考』を通して、もっと自由に、もっと自分らしくアー
トと向き合ってみませんか？ 学校や友だちとの会話でも、
新しい視点を共有できる一冊です。

少しだけクリエイティブなことを、
まずは小さくやってみる

本や冊子を読んで知る

https://sayusha.com/books/-/
isbn9784865280791

思い浮かんだことを言葉にして
書いてみる

アートな場所やミュージアムに
行ってみる

調べ物や発表で「文化的処方」を
取り上げてみる

アートを見ながら
おしゃべりする

絵を描く、好きな音楽を聴いて日記を書く、スマホで写真を撮るなど、
形にとらわれず「自分らしい表現」を楽しんでみて。

『こどもと大人のためのミュージアム思考』や『文化的処方のはじめの一歩』のような冊子
を読んで、新しい考え方にふれてみよう。

アートを体験して感じた気持ちを文章にすることで、自分自身の内面とつ
ながることができます。SNSや日記など文章や写真で残してみましょう。

学校帰りや休日に美術館に足を運んで、実際の作品を「見て感じる」体験をしてみましょう。

総合学習や探究活動のテーマとして、「アートと心のつながり」「文化
で人を支える」ことを調べて発表してみるのはどうでしょうか。

作品を見ておしゃべりするのは、実は意外と楽しいのです。そこに何か正解があるわけでは
ありません。ただよく見て、ふっと思い浮かんだことを言葉にしてみて。誰かとその感覚をシェ
アすることで、新しい視点や気づきが生まれます。

『文化的処方の
はじめの一歩』

こどもと大人のための
ミュージアム思考

あなたのそばにある
文化的処方を見つける

ミュージアムで「見る」を
もっと自由に、もっと楽しく

ア
ー
ト
の
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
！

興味のある方はこちら！
https://aatomo.jp/guidebook/

興味のある方はこちら！
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　この冊子は、イギリスで作られた『クリエイティブ・ヘル
ス：健康とウェルビーイングに寄与する芸術活動』という
報告書をもとにまとめたものです。この報告書は、芸術や
アートが健康や幸せ（ウェルビーイング）にどう役立つのかを、
たくさんの調査や実例を集めてまとめています。イギリスの
国会議員やお医者さん、福祉の専門家、役所の人、市
民など、いろんな立場の人たちが2年間かけて話し合い、
調べて、この報告書を作りました。そこには、病気やけが
を治すだけでなく、心の健康を守るためにアートがどれだ
け役に立つのか、たくさんのデータや数字が載っています。
　例えば、音楽を聴いたり絵を描いたりすることで気持ち
が前向きになったり、病気の回復が早くなったりすること
がわかっています。また、長い間病気と付き合う人（慢性

疾患の人）にとっても、アート活動は大きな支えになります。　　

　「ああともTODAY」は、アートや文化が私たちの心と体、
そして社会にどんなふうに役立つのかを伝えるために作ら
れたオンラインマガジンです。国立アートリサーチセンター
や東京藝術大学など、さまざまな機関や専門家が協力し
て発信しています。「ああともTODAY」では、アートや文
化が私たちの生活をもっと楽しく、元気にしてくれる力を
持っていることを、たくさんの事例や活動を通して紹介して
います。
　このマガジンには、日本各地や世界のさまざまなアート
活動の紹介記事があります。先進的な事例や、実際にアー
トプログラムを体験した様子を通して、「アートが誰かの力
になる瞬間」を見ることができます。また、なかなか目に

　こうした取り組みは、ただ病気を治すだけではなく、毎
日の生活をもっと楽しく、元気にしてくれるものです。
この報告書はイギリスの話ですが、日本に住む私たちにも
大切なヒントがたくさん詰まっています。例えば、学校や
地域の活動でアートにふれる機会があれば、それは心や
体の健康を守る大事な時間になるかもしれません。もとの
英語版と、この冊子の要約版は、インターネットで誰でも
読むことができます。今回みなさんが手に取るこの冊子は、
国立アートリサーチセンターが日本語に訳して作ったもの
で、ウェブサイトからもダウンロードできます。この冊子を
通して、アートの持つ力や、アートと健康のつながりについ
て考えてみてください。

することのない海外の取り組みも積極的に紹介し、今世
界で起きているアートの可能性を探っています。　
　「ああともTODAY」の記事に触れると、アートや文化が
遠い世界の話ではなく、みなさんの学校や地域でも活かせ
る身近なものだと感じられるでしょう。
アートはただ「見る」「作る」だけでなく、心を元気にした
り、人とのつながりをつくったりする大切な力を持っていま
す。「ああともTODAY」を通して、アートの新しい可能性
を発見してください。そして、もし興味を持ったら、自分
でも何か表現してみたり、地域のイベントに参加してみたり
するのもおすすめです。

イギリスの「クリエイティブ・ヘルス」に
ついて調べてみる

自分にとってのウェルビーイングを
考えてみる

冊子を読んで紹介されている事例を調べてみましょう。

自分にとって身体的、精神的、社会的に良好な状態を考え、
友人たちと話し合ってみよう

気になる記事を読んでみよう

感想を友だちと話してみる

自分でも小さな表現をやってみる

まずはウェブサイトを開いて、気になるタイトルの記事を読んでみましょう。

「この記事おもしろかった！」「こんな活動を知ってる？」と話すだけでも、
新しいつながりができるかもしれません。

絵を描く、写真を撮る、歌う、文章を書くなど、どんな形でもOK。
大事なのは「やってみる」ことです。

ああともTODAY

クリエイティブ・ヘルス：
健康とウェルビーイングに
寄与する芸術活動

イギリスの調査報告には
ヒントがいっぱい

ア
ー
ト
の
一
歩
を

踏
み
出
そ
う
！

文化的処方の今を知る
ウェブマガジン

https://aatomo.jp/ 

興味のある方はこちら！
https://aatomo.jp/artistic-
activities-health-wellbeing/

興味のある方はこちら！
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作品に会いに行こう

–
日比野克彦　HIBINO Katsuhiko
《BIRTHDAY CAKE / 60th ANNIVERSARY》　
制作年：2018年　
作家蔵

この作品の制作は、日比野克彦自身の60歳の誕生日に一般公開で
行われました。ケーキの上にのっているのは、いちごでしょうか。この
ケーキの材料は小麦粉とクリームではなく、主にダンボールで、たこ
糸でとめ付けられています。ケーキの中には60歳を祝う、みんなから
のメッセージカードが詰められています。昔から仏像の中にお経など
を魂のように入れることがありますが、このケーキはみんなの想いや願
いが込められ、未来に手渡されていきます。

ケ
ー
キ
の
形
っ
て
な
ぜ
ワ
ク
ワ
ク
す
る
の
？

文：稲庭彩和子　 絵：芳野　写真：米津いつか（P.32）、加藤 健（P.34）32 33



–
栗田 宏一　KURITA Koichi
《SOIL LIBRARY/JAPAN》　
制作年：2015年　　
協力：東京都美術館

日本各地の365ヶ所で採取された土が、365本のビンに詰められてい
ます。鮮やかで豊かな階調を持つこれらの土は、彩色などされていな
い素のままです。それぞれの土地におもむき、採取した土を乾燥させ、
葉っぱや根っこ、小石などを丹念に取り除いています。「土の色は茶色」
という私たちの固定概念が、驚きと感動とともに取り払われる作品です。
土の向こうにあるその土地の暮らしにも想像を巡らせてみてください。

全国の土が大集合！！
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–
岡本太郎　OKAMOTO Taro
《 「太陽の塔」ブロンズ像》　
制作年：1970年　
所蔵：乃村工藝社

「太陽の塔」は1970年の日本万国博覧会の会場にテーマ館として70

メートルもの高さで建造され、万博の象徴となりました。その「太陽
の塔」を提案した芸術家・岡本太郎が内部のディスプレイを担当し
た現場責任者に記念として贈ったのが、この高さ約40センチメートル
のブロンズ像です。当時の万博会場につくられた「太陽の塔」は現
在も万博記念公園に残されており見学ができます。小さなサイズのこ
のブロンズ像をよく観察してから万博公園の巨大な像を見ると、新た
な発見ができるかもしれません。

太陽の塔から想像を広げてみよう！
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英国マンチェスターの
セラピー犬が
教えてくれること

文：編集部　絵：早乙女道春

　心も体と同じように、調子の良い日もあれば悪い日も

あります。そんな時、誰かと過ごす時間が心の支えにな

ることがあります。その「誰か」は必ずしも人間である

必要はないかもしれません。

　セラピー犬は、特別な訓練を受けて人の健康やウェ

ルビーイングを支援する犬です。犬と人の関わりが心身

に良い影響を与えることは昔から知られており、現在で

は動物介在療法として研究が進み、福祉施設や学校、

病院などで活躍の場が広がっています。その新たな活

躍の場として注目されているのが美術館や博物館などの

ミュージアムです。英国のマンチェスター博物館には、

大人気のセラピー犬がいます。

　犬の名はマリー。オスのボーダーコリーで、博物館

のラーニング・エンゲージメント長ウェンディ・ギャラ

ガーさんの飼い犬です。ボーダーコリーは牧羊犬として

の長い歴史を持ち、その賢さと人とのコミュニケーショ

ン能力の高さから、セラピー犬としても人気の犬種です。

コロナ禍のロックダウンの時期に地道な訓練を重ね、

2023年の博物館リニューアルオープン以降、マリーは

博物館スタッフとして活動を開始しました。現在はマン

チェスター大学の学生スタッフと連携しながら博物館の

環境に慣れ、イベントでさまざまな人 と々の触れ合いの

機会を提供しています。

　マリーの奮闘ぶりはトレーニング期間からSNSで発

信され、多くのフォロワーを持つ人気者となりました。

ミュージアムショップにはオリジナルグッズが並び、博

物館の子ども向けグッズの表紙にも登場しています。マ

リーの存在は、ミュージアムがより親しみやすく開か

れた場所になる可能性を示しています。その象徴が

「#MeetMurray（マリーに会いに行こう）」というハッシュ

タグです。この言葉には、人 と々ミュージアムとの新し

い出会い方が込められています。

　心の調子がすぐれない時、マリーに会いに行く。マリー
公式サイト：
https://x.com/KarenBrackenri4/

との時間を過ごせるミュージアムを訪れる。そんな入り

口からミュージアムとの出会いが始まっても良いのではな

いでしょうか。それがきっかけとなって、アートや文化と

の新たな関わりも生まれていくかもしれません。マンチェ

スター博物館のセラピー犬マリーは、私たちにそんな可

能性を教えてくれているのです。
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40

　「文化的処方ガイド」いかがでしたか？

　好きな本を読んでその世界の中に没入するとか、いい

音楽を聴いてリラックスするとか、誰かと一緒にダンス

をするとか、もしくは好きな絵や写真を手元に置いて眺

めるとか。そうしたことが心や体にいいかもしれないとい

うのは、実はみんなが気がついていることかもしれません。

その没入している感覚や、音楽を聴いてリラックスしてい

る時は、誰かの「生きている感じ」をあなたがキャッチし

ている瞬間です。誰かの「生きている」感じと自分の「生

きている」感じが心地よくつながる時、人は幸せを感じ

る時でもあるのです。アートや文化的な活動は、そうし

た人の「生きている感じ」をたくさん含んでいて、人はずっ

と昔から、アートや文化活動を通して「生きている感じ」

をケアし、コミュニティや命をつないできたのです。

　自分たちの暮らしとアートや文化をつなぎ直す「文化

的処方」は、もしかしたら皆さんにとって初めての考え

方だったかもしれません。しかし、これからの世界を生

きる人たちにとって、「文化的処方」はとても大切なこと

を気づかせてくれます。誰ともつながれない、もしくはつ

ながりたい気持ちになれない、そんな時が来たら、あな

たの「生きている感じ」を取り戻すきっかけになるアー

トや文化活動に足を向けてみてください。文化的処方

が自分の住む町に備わっていたら、生きづらさを和らげ

てくれるかもしれません。あなたや、あなたの大切な人

たちが安心して孤独でいられるには、「生きている感じ」

を表現できる、文化的処方があるまちが必要なのです。

　あなたが歩いていく未来への道中で、この文化的処

方ガイドが少しでも役に立つことを願っています。

未来を生きるみなさんへのメッセージ
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